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● 森谷靖彦

● 志手一哉（情報委員会委員長）

● 沼本要七

● 加納恒也

● 大越　潤

● 菊野　格

● 須貝成芳

● 田中洋介

〇 中島　潤

● 比嘉俊介

● 日本ファシリティマネジメント協会：猪里孝司

● 日本設備設計事務所協会連合会：竹馬章二

● 建設業振興基金：中緒陽一、帆足弘治

● 不動産協会：久津輪太、古賀英司

〇 日本建築家協会：筒井信也

● 建築研究所：高橋 曉（代理：眞方山美穂）

● 国土交通省 住宅局 建築指導課：田伏翔一

● 国土交通省 大臣官房官庁営繕部：野口　久

〇 ㈱日建設計：青木 伸

● 日刊建設工業新聞社：遠藤剛司

● 日刊建設産業新聞社：桶谷美千代

● 事務局長　　塚原　均

No.

1

2

3

4

5

6

FROM TO

1

1 森谷 ＡＬＬ 1

加納

2 森谷 ＡＬＬ 2,3

3 村瀬 ＡＬＬ 情報委員会分類体系検討WGのこれまでの取組み

4 志手 ＡＬＬ 4

5 森谷 ALL 5

6 ALL ALL

2

公益社団法人　日本建築積算協会

森谷

場 所 日本建築積算協会 ２階会議室 発行日

日 時

●  building SMART Japan：三戸景資（代理：山下純一）

●  日本建築士事務所協会連合会：加藤政弘

●  建設物価調査会：足利全教

●  建築設備技術者協会：山下浩一

議事次第

報道機関

ITEM
NO

事務局 （以上、41名）

DUE
DATE

今後の検討スケジュール(案)

No.

MeetingMinutes

会 議 名 2019年度 ＢＩＭを活用した積算・コストマネジメントの環境整備協議会（第1回） 記録

ただし、●は出席予定者、○は欠席予定者を示す出席者　（順不同・敬称略）

塚原

2019年12月4日（水）10時～12時 確認・発行者

国土交通省

2019年12月4日

●  全国建設業協会：平井武士

●  日本ファシリティマネジメント協会：飯島勇、松岡辰郎

●  ＢＩＭライブラリ技術研究組合：寺本英治（代理：堀直志）

●  日本不動産鑑定士協会連合会：立石正則

座長 ●  副座長  村瀬弘幸（情報委員会WG主査）

委員

●  日本建築士会連合会：横松邦明

●　建築コスト管理システム研究所：岩松 準

〇  日本建築構造技術者協会：馬場勇輝

●  建設物価調査会：岩井卓矢、丸木健

●　日本空調衛生工事業協会：滝澤宜昭

オブザーバー
●  建築・住宅国際機構：西野 加奈子(代理：長瀬拓也）

志手情報委員長より、当協会親委員会の立場から総括して当協議会のこれからの方針、
合意を図りたい内容について説明があった。

日本建築積算協会 第1回BIM協議会「当協議会の方針について」

次回の開催予定　　

報告事項

開会の挨拶およびメンバー自己紹介

配布
資料

森谷座長より今年度の当協会情報委員会と国交省部会との関連について説明があった。

１．building SMART Japan山下氏より物品コードとの連携を考慮しているか、との質疑があ
り、既存の識別コードとは整合をとっていきたいとの回答があった。
２．日本ファシリティマネジメント協会より今回配布された資料を使って検討したい、との質
疑があり、近日中には当協会ホームページで公開を前提としている資料であるとの回答が
あった。
３．当協議会の参加者に対して今月の20日までに提出を要請する宿題を後日、連絡す
る。

ACTION / PROGRESS / CONTENTS

2020年2月頃を予定しています

加納副会長兼専務理事より開会の挨拶があり、出席者から自己紹介があった。

森谷座長より当協議会の発足事由と組織編成について、国交省からの資料を引用して説
明があった。

委員名簿

日本建築積算協会 第1回BIM協議会「当協議会の位置づけ」

当協議会の発足事由と組織編成について

「ＢＩＭを活用した積算・コストマネジメントの環境整備」協議会

担当

当協議会の方針について

配布資料

●  ㈱日本設計：岩村雅人

今後の検討スケジュールについて

その他（質疑応答）

日本建築学会大会（北陸）の梗概

村瀬副座長より若手で構成しているWGのこれまで2年間の具体的な活動内容について説
明があった。

●  ㈱日本設計：吉原和正

●  日刊建設通信新聞社：岡部敦己

●  建通新聞社：金子由利亜
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日本建築積算協会第２回BIM協議会

当協議会の方針について【おさらい】

20200207
日本建築積算協会情報委員会委員長

志手一哉
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建築BIM推進会議における当協議会の位置づけ



BIMプロセスにおけるコストマネジメントの流れ（案）

3

基本計画 基本設計 実施設計１・２ 施工 運用

空間

集団規定

単体規定

空間の用途

各種認証

事業計画

収支計画

コスト計画

エレメント システム プロダクト

要求性能 構成 出来栄え 製品仕様 管理方法

基本機能 標準仕様 附属品 施工結果 補償内容

標準納まり 施工方法

検査方法

特記仕様

特殊なディテール

概算見積 工事価格

目標価格 目標工事費目標予算

部分別概算（性能の設計） 工種別見積り（仕様の設計）

明細見積

ホールライフ・コスティング

目標原価 維持保全実績

予算化

HO

資産のリスト化

施設資産評価

「モノ」

「コト」

ファシリティコスト



ＢＩＭオブジェクト

BIMオブジェクト
に付与して配信

業務の中で
付与

要求性能・工事仕様

資機材・摘要
の識別コード

製品仕様

CI-NETコード
積算ソフトのコード
企業内のコード、など

分類体系整備の考え方

「モノ」の分類体系

「コト」の分類体系

部分別分類体系
工種別分類体系
維持保全の分類体系
資産管理の分類体系、など

Uniclass2015

基本計画 基本設計 実施設計１・２ 施工 運用
コスト計画 概算見積 工事契約明細見積予算化

HO

維持保全契約

資産のリスト化

構成する部品に分解
（ソフトウエア）

Ss_25_30_95_26 
External window systems
Ss_25_10_32_45
Light steel wall framing systems

細目＆摘要



「コト」の分類体系とは 内訳書の中項目レベルのイメージ



「モノ」と「コト」の関係の例

コト

モノ＝BIMオブジェクト

Conceptual Cost Estimatingより



コスト計画のイメージ（NISTの研究事例）

https://arc-solutions.org/wp-content/uploads/2012/03/Charette-
Marshall-1999-UNIFORMAT-II-Elemental-Classification....pdf



当協議会で合意を図りたい内容

• BIMオブジェクト（モノ）の分類体系
– Uniclass2015の採用

• 日本語化、日本市場で不足している項目の整理、仕様データとのリンク

• コトに対応した分類体系のリスト化
– 部分別概算（コスト計画）

– 工種別見積

– ファシリティマネジメント（運用管理、維持保全）、など

• BIMを導入した建築プロセスにおけるコストマネジメン
トのあり方

– 部分別概算（コスト計画）に従った設計のフロー（目標価値を
具現化する設計：Target Value Design）

– 設計段階で製品仕様を特定して概算見積りの確度を高める

– 発注者の資産管理（≒EIR）を見据えた分類体系の入力



日本建築積算協会第２回BIM協議会

情報委員会分類体系検討WGの活動報告

20200207
日本建築積算協会情報委員会分類体系WG主査

村瀬弘幸
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現在の取り組み

• Uniclass2015 Ss：Systemsテーブルの翻訳

• 分類体系を用いたコストマネジメントの検証
– S1, S2段階のコストマネジメントに必要な情報をLOD

になぞらえて整理

– S1, S2段階を想定したBIMモデルを作成し、オブジェ
クトに分類コードを入力
• モノ：Uniclass2015
• コト：UniFormat（Table21）, Masterformat（Table22）

– コストマネジメントの可能性を検討



Uniclass2015 Ss：Systemsテーブルの翻訳



分類体系を用いたコストマネジメントの検証

• S1, S2段階における概算を想定



分類体系を用いたコストマネジメントの検証

• S1, S2段階の概算に必要な情報の整理



分類体系を用いたコストマネジメントの検証

• S1段階を想定したBIMモデル



分類体系を用いたコストマネジメントの検証

• S2段階を想定したBIMモデル



年度末の目標

• Uniclass2015 Ssテーブルの翻訳案の完了
– 建築に関する内容に限定

• S1, S2段階における分類体系を用いたBIM
概算について可能性と課題を整理
– 従来の概算との違い

– 実績データの活用に対する見解

– 実務適用に対する課題など



2020年 2月 7日

分類体系に関する資料

（公社）日本建築積算協会

ＢＳＩＪ協議会参加者の皆様から、下記の資料をご提供いただきました。

ご提供いただいた資料は、BIM オブジェクトと関連づけてコストや LCC などを概算す

るための分類（内訳の中項目レベル）を検討する事例として使用させていただきます。

記

１．（一社）日本空調衛生工事業協会

改修工事積算マニュアル：見積用分類体系（新築とも整合性あり）

２．（公社）日本不動産鑑定士協会連合会

   不動産鑑定評価の個別的要因等

３．（一財）建設物価調査会

   資機材等分類コード体系

その他参考事例として、以下の資料を収集し整理する予定です。

１．ＩＤＥＡ「イベントリー・データベース」

ＬＣＡ（ライフサイクル・アセスメント）評価用分類コード

２．ＢＥＬＣＡ「建築物のライフサイクルマネジメント用データ集」

   修繕計画用分類体系

３．ゼネコン（大手・準大手５社）建築工事内訳書式

   工種別書式、部分別書式、分類コード

４．ゼネコン（大手・準大手５社）設備工事内訳書式

   工種別書式

５．公共建築工事内訳書標準書式

   工種別書式、部分別書式、ＲＩＢＣ分類コード

６．公共設備工事内訳書標準書式

   工種別書式

７．ＣＩ－ＮＥＴ分類コード

以上
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